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巻 頭 言

脳の世紀開始から 10年が経過して

ATR脳情報研究所 川 人 光 男

平成 9年，当時の科学技術会議，ライフサイエンス部会脳科学委員会は，「脳に関する研究開発につい
ての長期的な考え方」と題する報告をまとめ，いわゆる日本の脳の世紀が始まりました．ここで提言さ

れたタイムテーブルでは，「脳を知る」，「脳を守る」，「脳を創る」の 3つの研究領域の戦略目標が定めら
れています．神経回路学会が最も関わりが深いのは，「脳を創る」領域です．ここでは，脳の情報処理様
式に学んだチップ，脳型コンピュータ，革新的な情報処理や制御システムの開発を目指しました．数百
万台も出荷した人工網膜チップや，家電製品から大規模な送電システムにまで，脳研究に端を発した学

習型情報処理システムが組み込まれて実用化し，経済波及効果を生み出してきました．日本では学習機
能や二足歩行などの脳機能のロボットへの応用が盛んになり，それに刺激されて欧米でも人工知能の側
から脳科学への融合的研究が加速して，日本と米国では運動機能を補完するパワースーツの開発なども

進んでいます．
しかし，前面におかれた脳型コンピュータの開発は 10年が経過しても，相変わらず遠くて難しい目標
です．最大の困難は，従来の脳研究がこの目標を達成するための肝心な情報を与えてくれない点にあり
ます．医学・生物学の伝統的な脳研究のアプローチは，脳の機能局在，物質，時間相関（神経活動があ

る仮説に基づく変数に時間的に相関）を主に調べることで，学問としての客観性，再現性，効率性を確
保しています．しかし，場所，物，相関のデータの積み重ねだけでは，「脳を創る」領域での応用が可能
な程度に脳の仕組みを解明できません．こういう理由もあって，脳の仕組み，さらに突き詰めて言えば
脳の情報処理を真正面から解き明かそうとする計算論的神経科学が急速に進歩したとも言えます．この

ような学問的な流れは，日本発の「脳を創れる程度に脳を知る」，逆に，「脳を創ることによって脳を知
る」などの研究パラダイムを表すキャッチフレーズとなり，それが世界に認知され出しました．この流
れを大切に育て，さらに発展させる必要があると思います．特に後者は，分子細胞生物学レベルでのシ
ステム生物学の合成生物学の概念を先取りし，要素還元論がほとんど唯一の手法だった生命科学に理論，

統合，再構成といった新しい切り口を導入するという意味で非常に重要な主張です．
一方で，脳の情報処理が完全に解明できなくても，脳内情報を計算論のアプローチで解読し，符号化し
て刺激することで，脳への入出力を双方向に制御し，様々な目的に応用しようとするいわば応用神経科学
が世界的に急速に進展しています．脳とコンピュータを繋ぐブレイン・マシン・インタフェース（BMI）
は，人工内耳や深部脳刺激の成功以上に，運動機能回復など福祉・医療分野への応用が期待されていま
す．計算神経科学や復号化の技術，また非侵襲脳活動計測法がさらに進歩すれば，BMI技術は，脳がネッ
トワークに自然に繋がり，ロボットを制御するなど，将来の基幹産業を支える可能性もあります．また，
基礎神経科学のいくつかの手法（計測，理論，制御）の中で，計算理論を厳密に証明するためには必須で

あるにもかかわらず，最も進歩が後れている脳内情報の操作手法ともなりえます．ニューロマーケティ
ングの分野では製品，情報コンテンツ，通信放送規格等を，非言語，意識下情報まで含めた脳活動で評
価できることがわかってきました．これらの新しい技術を脳情報双方向活用技術と呼ぼうという提言も

あります．この技術は，社会に大きな影響を及ぼすことが予想されますので，神経倫理（脳神経倫理学，
ニューロエシックス）の研究が急務です．このような学問の進展に対応して，日本神経回路学会でも，脳
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に関連する数理科学，脳に学んだ革新的情報処理システムの開発，計算論的神経科学に加えて，これまで
の研究の経験と蓄積が十分に生かせる脳情報双方向活用技術からニューロインフォマティクスまで，研

究の幅が広がることを切望しています．
本号には，昨年玉川大学の鮫島和行さんらが中心になって組織されたASCONEで私がさせていただ
いた講演を，情報通信研究機構，ATR脳情報研究所の田中宏和さん，宮脇陽一さんがまとめてくださっ
た解説記事が掲載されています．日本では，米国の多数の大学の神経科学プログラムやBio-X，EUの
Computational Neuroscience Summer Courseのように，現代的な神経科学を総合的・体系的に，学部
学生，大学院生，若い研究者に教育する仕組みがありませんでした．これが日本の神経科学の最大の弱
点かもしれません．その中で，沖縄科学技術大学院大学先行研究事業，ATR脳情報研究所の銅谷賢治さ
んらが中心になって進めてこられたNISS，OCNCの流れをくんで，新たに日本語で学部学生でも聴講
できるようなコースが始まったということは，大変素晴らしいことだと思います．その第 1回に招いて
いただいたことは，大変うれしくまた光栄なことです．このような試みが今後も続けられ未来の神経回
路学会を支える人材がたくさん出てこられることを心から祈っております．
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